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自転車などの放置の防止に関する条例を制定しました
市では、駅前駐輪場や公園などの公共の場で放置された
自転車・原動機付自転車による景観悪化を防ぐため、自転
車などの放置の防止に関する条例を制定しました。
自転車などが放置されることで良好な都市環境が著し
く阻害されるおそれがある区域を、「放置禁止区域」に
指定し、同区域内にある放置自転車などは原則、即時撤
去の対象となります。その他の公共の場の放置自転車
なども、札かけによる注意の後、撤去の対象となります。
放置された自転車などは、景観を悪化させるだけでな

※区域に関係なく撤去した自転車などの返還には1,000円の手数料がかかります。

く、管理されていない、ごみを捨ててもよい場所だと誤
認させ、さらなる景観の悪化を招きます。また、普段利
用している形跡がなければ、勝手に使用され、不要にな
れば乗り捨てられるなど、不法投棄にもつながります。
自転車などの利用者は、定められた場所に駐輪し、最後
まで責任をもって管理しましょう!
※放置とは…自転車などの利用者や
所有者が、その自転車などから離れ、
直ちに移動させることができない状態

小岱山の不法投棄撤去作業が行われました
2月20日、一般社団法人熊本県産業資源循環協会
荒玉支部（

　なす 　さとし

那須 敏支部長）主催により、小岱山（平
山）に不法投棄された、ごみの撤去作業が行われま
した。これは、1月23日に当協会をはじめ、有明保健
所・荒尾市・玉名市で行った合同不法投棄パトロー
ルで不法投棄されたごみを発見したことから撤去
作業が行われたものです。
今回撤去したごみは、燃えるごみ約50kg、燃えない
ごみ約160kgのほか、廃タイヤ25本で、3tトラック2
台分の量が山間の斜面一帯に投棄されていました。
農道や山林の道路脇など、人目につかない場所への
ごみの不法投棄は後を絶ちません。不法投棄は景観
を損ねるのはもちろん、水質や土壌の汚染などの環

境への影響も心配されます。「自分さえよければ…」
の公共マナーを欠いた身勝手な行動は絶対に許さ
れません。市では、不法投棄されたごみが悪質な場
合は、警察とも連携し、厳しく指導を行っています。
「暮らしたいまち日本一」を目指し、不法投棄は「し
ない」「させない」をモットーに市民全員で不法投棄
の防止に取り組みましょう!
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平井地区協議会は、地区内の防災力と連携の強
化のために「防災研修会」を開催しました。当日は
「クロスロードゲーム」で災害時の行動を学び、さ
らに熊本地震時の写真スライドショーを見ながら
当時を振り返り、参加者同士で活発な意見交換も
行いました。本研修は地域の防災力向上に向けた
重要な取り組みとなりました。

3/1 平井地区協議会中央地区協議会

地域の活動掲示板 荒尾市ではさまざまな
活動が行われています!

中央地区協議会は、毎年恒例の「歩け歩け大会」
に加えて、今年は「春祭り」を開催しました。当日
は100人を超える参加者が歩け歩け大会に参加
し、地区内を歩きました。その後「春祭り」が開催
され、さまざまな催し物やキッチンカーが会場に
集まり、参加者は楽しい時間を過ごしました。
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2/18
荒尾市行政改革推進審議会が

開催されました

～令和6年度取組状況の報告～

荒尾市行政改革推進審議会を市役所で開催し、荒
尾市行政経営計画やDX推進計画の令和6年度の
取組状況などについて意見を交わしました。
行政経営計画は経営理念を「現場主義の徹底と
市役所イノベーション」と定めるとともに、行政経
営の基本方針や施策を経営体系として定めてい
ます。
DX推進計画は、全ての市民のみなさんがデジタル
化の恩恵を享受できる全世代型デジタル社会の
構築を図りながら、「暮らしたいまち　日本一」を
目指しています。
審議会での意見などを施策や事業見直しに反映
することで、計画の実行性の向上を図ります。
荒尾市行政改革推進審議会は、荒尾商工会議所会
頭であり、同会の会長を務める
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洋一さんをは
じめ、市民など9人で構成しています。

〈 主な意見 〉
■超過勤務時間と働きやすいと考える職員
　の割合に相関があると考えるが、職員がど
　ういった認識で働いているのか詳細を分
　析し、改善してほしい。
■業務棚卸やヒアリングを行い、問題点や課
　題の把握をし、業務量と人員バランスの抜
　本的な検討が必要である。
■離職理由の分析は難しいが、年齢別の離職
　率などデータ分析して対策を考える必要
　がある。
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